
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 誘客コンテンツ造成の加速化及びプロモーション事業 

事業主体 

（連絡先） 

諏訪市 

 

事業区分 （６）産業振興、雇用拡大に関する事業 （ア）特色のある観光地づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 3,649,999 円（うち支援金：2,853,000 円） 

 

①持続的な官民連携プロジェクトの

構築 

②「誘客コンテンツ」のプロモーシ

ョンを展開 

③観光事業者同士の連携プロジェク

ト創出 

※自己評価【B】 

【理由】 

課題となっていた「事業者間連携」

と「情報発信」について、連携事

例となるコンテンツが造成され、

情報発信拠点も旅マエ旅ナカで整

備し、一定の成果があった。 

【観光ひらめきセミナーの様子】 

 【目標・ねらい】 

①②：市民や観光事業者、学生など合計 114 名が参加し、新たな観光知識

の習得と本事業の報告の場・意見交換の場を設定することができ、地域一

体で観光を盛り上げていく機運を醸成することができた。 

③：②のセミナーの様子をいつでも聴講可能な環境を整備した。また、今

年度造成されたコンテンツを取材・撮影し、動画掲載することで補助金活

用のモデルケースを示し、取り組み事例を可視化することでコンテンツそ

のものの魅力を発信できた。 

④新たなサイクルルーリズム、霧ヶ峰薙鎌神社周辺整備、諏訪大社を活用

したコンテンツの 5 事業を採択。長期滞在化と観光消費額向上に寄与。 

⑤旅マエでの情報発信として首都圏マーケットに直接訴求することがで

き、旅ナカとしても情報発信することが出来る環境が整備できた。 

 

令和 3年度に作成した「諏訪市観光グランドデザイン」をベー

スに、行政のみならず様々な民間の担い手によるプロジェクト創

出からの観光活性化をめざし、民間の動きを支援しながら地域を

巻き込んだ民間主体の観光地づくりを推進する。 

①キックオフイベント・交流会：令和 6 年 5月 16 日 

②観光ひらめきセミナー：（第 1回）令和 7年 1 月 22 日 

            （第 2回）令和 7年 2 月 20 日 

③WEB プラットフォーム構築：R6 補助金活用事業者の紹介、上記

①、②の動画アーカイブ化、R6 造成コンテンツの取材・撮影 

④「SUWA らしい」観光地に向けた誘客コンテンツ造成事業補助金 

⑤新宿駅にある京王インフォメーションプラザ及び諏訪市観光案

内所での誘客コンテンツのプロモーション 

 

当事業は今年度で 3 年目となったことから、誘客コンテンツ造成事業補助金活用事業者の採択案件も年々ブラ

ッシュアップされてきており、諏訪地域の事業者間連携や次年度以降の継続性を意識した取り組みも多く、今後

に期待できる結果となった。地域間や事業者間の連携については、課題もある一方、各事業者においても徐々に

行われつつある。今後は１事業者だけでなく、案件ごとに複数事業者を巻き込んで、諏訪市内を面で捉えて誘客

を進めていきたい。夏に、諏訪湖スマートＩＣがオープンするのをフックにし、新たな周遊ルートの開発や販促

にも努めていく。また、情報発信は必要不可欠であり、特にスマホで利用できるＨＰ・ＳＮＳでの多言語化対応

を推進し、国内来訪者のみならず、訪日インバウンドの誘客増にも努めていきたい。 

 


